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世界の俊久繁華日!謀、人類共通の騒いである。
しかしながら、今回なお段界の動きは、絞戦争の危機廷はらみ、

主主iこ~J1 1こたえない。
わが匿iまま産ーの被爆腐として、後兵器の恐ろしさと、主主器産主富の奮

しみをさ主t!H宇IJ)人々に淡え、~びItJ量・J!I:毒事の惨事連君主義襲り返して診
ならない@
室主E長'fmlまiñf遣のさと言語と:<i:~主を守るため、
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や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
d

を
め
ざ
し

7
重
点
事
業
を
設
定

一
次
基
本
計
画

が
中
成
3
年
識
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
計
間
期
聞

は

g
年
間
。
こ
の
計
留
は
昨
年
刊
用
、
車
総
合
計
画

審
議
会
記
諮
問
符
。
品
フ
年
4
l
一
月
に
答
串
さ
れ
ま
レ
だ
。

舎
回
は
、
こ
の
第
二
次
基
本
計
離
の
擁
護
と
、
こ
の

計
画
立
基
づ
い
て
、
平
成

3
年
撲
か
ら

3
年
間
は
わ

つ

JFω

問
い
合
わ
せ

企
璽
諜
、
ザ
が

新
総
合
計
画

我
孫
子
市
の
新
総
合
計
一
山
は
、

将
米
都
市
後
や
将
米
佐
川
像
な
ど

を
ポ
し
た
「
作
柄
本
総
山
知
い
と
‘
ぷ
一
本

的
中
市
仇
ち

新総合計画の体系

た
こ
と
に
な
り
ま
す
り

そ
れ
ぞ
れ
の
計
州
の
け
械
と
す

る
縮
問
は
、
ぷ
一
本
桃
川
叫
が
初
年
間

と
し
て
い
ま
す
。

実
務
計
踏
め
矧
開
は
3
年
間
と

し、

3
伊

T
Bを
不
一
被
さ
せ
て
見
広

し
を
行
い
、
新
し
く
策
定
す
る
こ

と
に
し
て
い

れ
い

J

引
制
の

め
ま
%
が
、

私
た
ち
の
め
rc
す
我
孫

f
の山町

下
出
火
山
川
を
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
子
山
火
活
と
と
も
に
く
ら
す
た

め
、
市
と
市
川
山
が
協
力
し
て
知
市
叫

2

私
た
ち
の
め
ぶ
す
将
来
の
く
ら
し
と
ま
ち

φ
除
然
め
終
に
あ
っ
た
く
ら
し
の
工
夫
を
大
場
に
す
る
。

や
永
く
住
み
つ
づ
け
る
た
め
、
決
議
な
環
境
で
平
凡
な
ノ

ら
し
を
大
切
に
す
る
。

⑫
人
々
が
綴
見
知
り
に
な
り
、
お
互
い
を
文
、
え
ん
け
い
な
が

ら
、
と
も
に
学
ぶ
く
ら
し
を
大
切
に
す
る

ρ

告
み
ず
か
ら
が
ま
ち
を
考
、
ぇ
、
話
し
合
い
、
求
心
米
を
制
り

出
す
活
力
の
あ
る
く
ら
し
を
大
切
に
す
る
け

の

ひ

ろ

が

り

に

応

え

め

あ

る

ま

ち

で

の

に
す
る
け

り
を
進
め
る
ニ
と
と
し
て
い

そ
し
て
、
将
米
の
ま
ち
で
の
ぷ

た
ち
め
く
ら
し
を
5
つ
め
姿

2
参
照
)
心
ぷ
し
、

ま
す
り

7
項
目
の
意
点
事
業

め
に
向
け
、
昭
和
昭
年
度
か

ら
進
め
て
き
た
第
一
次
法
本
計
泌

を
れ
ん
流
し
し
た
も
の

υ

こ
の
一
小
川
一
似
は
、
抜
本
杭
訟
の

5

つ
め
姿
に
法
づ
き
、
部
門
別
に

5

部
総
成
ω

地
い
泌
を
滋
め
る
に
あ
た

ウ
で
の
佐
川
糸
合
終
判
し
、
そ
の
体

ム
ピ
よ
れ

7
3
お
山
守
主
〉

h
d
〉
，
J

J

3
2
h
sん
〆
/
¥
ト

D
Uグ
V
M
ダ

j
を
ど

枕
沖
約
に
北
山
し
て
い
ま
す
い

そ
し
て
、
特
米
の
く
ら
し
と
ま

ち
を
実
現
す
る
効
来
的
な
事
業
と

し
て
、
次
の

7
項
目
の
重
点
卒
業

を
ぷ
定
し
ま
し
た
。
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本
ぷ
佼
浄
ル
刷
、
と
環
境
保
会
め
総

合
的
教
進
本
ふ
る
さ
と
子
山
以
前

ふ
れ
あ
い
計
一
自
の
推
進

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
の
推
進

さ
ぷ
ち
づ
く
り
協
議
会
・
泣
隣

セ
ン
タ

i
め
娯
川
川
市
・
市
民
会
ル
悼

の
ま
ち
づ
く
り
治
動
の
般
活
寧

く
り
拍
動
へ

へ
の
刈
応

交
流
の
基
本
ト
々
針
の
線

ぷ
本
部
隙
別
解
の
推
進
本
外
山
内

人
以
約
九
日
仏
引
の
た
め
の
ま
ら
づ
く

り
の
推
進

告
福
祉
の
総
合
的
批
准

本
福
祉
総
合
計
側
め
策
海
中
+
点

宅
サ

i
ビ
ス
の
体
系
的
一
秋
山
郁
串

心
的
と
市
民
が
…
体
と
な
っ
た
山
地

域
福
社
内
航
地
本
総
合
出
托
セ

ン
タ

i
の
川
以
前

器
全
能
山
…
r
…
引
け
の
批
准

本
基
本
ト
々
針
の
雌
江
本
伝
説
小

山
由
セ
ン
タ
ー
の
紋
川
端
総
合
的

な
学
営
情
報
シ
ス
テ
ム
の
徹
忠

告
博
報
公
開
・
地
山
胤
山
川
械
化
め
挽

議事
部
級
公
開
制
度
の
帥
仰
い
リ
山
本
一
打

数
情
報
資
料
引
の
設
武

⑦
中
心
拠
点
・
地
区
拠
点
づ
く
り

本
小
心
拠
点
盤
側
計
酬
の
策
定

本
我
孫
子
駅
貨
物
船
跡
地
の
総

本
子
代
以
拠
点
め

本
法
.
メ

A

州
間
以
収
初
体
け
い
向
わ

j
i
J
J
;
t
z
i
〈

滋
ぷ
と
椛
滋

4
月
7
臼
(
日
)
は

↓県
議
塑手芸

E議
5員
き選
5挙

対反下 三色用機イ史軍米の地基会主:
円、ふ
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期

一-
~ 

。.
d号

第

3
期
実
施
計
画
で
は
、
第
二
次
基
本
計
画
で
位
置
づ
け
ら

れ
た

7
項
目
の
重
点
事
業
を
達
成
さ
せ
る
定
め
、
こ
の
重
点
事

業
を
個
別
の
事
務
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
第
2
期

実
施
計
画
か
ら
の
継
続
的
な
主
要
事
業
も
引
き
続
き
推
進
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
主
な
事
業
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

策

手
賀
沼
対
策
事
業
の
推
進

総
合
計
画

審
議
会
の

①
市
民
農
園
設
置
事
揖
・
・
・
手
焚
沼

周
辺
の
農
地
の
保
全
を
図
る
と
と

も
に
、
市
民
の
グ
ふ
る
さ
と
意
識
。

を
高
め
、
健
康
で
ゆ
と
り
の
あ
る

市
民
生
活
を
め
ざ
し
設
置
。
平
成

3
年
度
に
基
本
構
想
・
基
本
計
画

を
策
定
し
、

4
年
度
に
事
業
を
誕

地
し
ま
す
。

②
青
少
年
教
育
施
設
(
野
外
柄
引

地
設
)
の
整
備
・
:
子
供
た
ち
が

n

然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
心
刊
か

に
活
動
や
研
修
め
で
き
る
場
の
燃

側
υ

一平成

3
年
度
に
刑
地
の
選
定

や
事
業
計
闘
の
策
定
を
行
い
、

4

年
度
に
施
設
を
幣
備
し
ま
す
。

付
帯
意
見
書

市
で
は
、
第
二
次
泉
本
計
州
に

山
氏
の
皆
さ
ま
の
ご
立
見
を
以
映

さ
せ
る
た
め
、
昨
年
日
月
、
計
州
案

を
総
合
計
阿
得
議
会
に
知
山
り

5

M
に
わ
た
り
得
議
さ
れ
、
今
年
1

川
、
符
小
さ
れ
ま
し
た
。

符
中
の
内
符
は
、
「
什
柄
本
山
川
忽
で

第802号

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
将
来
の
ま

ち
の
実
現
に
向
け
、
今
後
の
我
孫

子
市
の
行
政
運
営
の
基
本
と
し
て

お
お
む
ね
評
価
で
き
、
妥
当
で
あ

る
と
判
断
す
る
」
と
の
意
見
に
併

せ
、
基
本
計
画
に
対
す
る
総
折
的

意
見
と
部
門
別
(
基
本
構
想
の

5

¥
つ
の
姿
〈
第
1
酉
衰

2
参

照
〉
)
に
分
け
た
付
帯
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
第
二
次
基
本
計

晶
画
の
施
策
の
推
進
に
あ
た

事
り
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
十

持
分
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま

す。
付
帯
意
見
(
要
約
)
は
次

の
と
お
り
で
す
。

総
合
計
画
審
識
会
の
審

鵠
風
景

総
括
的
な
意
見

で
第
二
次
基
本
計
画
で
位
置
づ
け

ら
れ
た
施
策
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
は
、
市
民
の
理
解
と
協
力
が
前

提
で
あ
り
、
市
民
の
果
た
す
役
相

は
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
第
二
次
基
本
計
阿

及
び
そ
の
施
策
に
つ
い
て
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
市
民
に
知
ら

せ
る
と
と
も
に
、
事
業
の
実
地
に

あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
役
割
や
事

業
の
効
果
な
ど
、
よ
り
具
体
的
な

目
標
を
設
定
し
、
市
民
に
提
示
す

る
な
ど
、
市
民
生
活
に
身
近
な
も

の
と
さ
せ
る
施
策
を
講
じ
る
こ
と
。

ま
た
、
市
の
情
報
を
体
系
的
に

提
供
す
る
し
く
み
を
早
急
に
帥
開
立

す
る
こ
と
。

忍

7
項
目
の
垂
点
事
業
の
週
刊

③
手
賀
沼
船
上
見
学
会
の
実
施
・
.. 

千
賀
沼
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
い

千
賀
沼
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と

山
然
環
境
に
対
す
る
関
心
を
高
め

て
い
き
ま
す
の

④
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
清
掃
・
:
市
と

市
民
が
一
体
と
な
り
、
手
賀
沼
の

山
掃
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

⑤
手
賀
沼
流
域
下
水
道
事
業
の
推

進
・
・
・
下
水
道
事
業
の
推
進
と
普
及

率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑤
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
促
進
事

業
・
:
市
民
自
ら
の
手
に
よ
る
浄

化
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対
し
補
助

を
行
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
の
推
進

①
ま
ち
づ
く
り
協
識
会
の
設
立
・
.. 

身
近
な
ま
ち
づ
く
り
に
市
民
が
柏

倒
的
に
参
加
で
き
る
よ
、
つ
な
組
織

と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
幣
備
計

州
に
基
づ
く
各
住
区
単
位
に
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
を
設
置
し
て
い

き
ま
す
。

②
新
木
地
区
近
隣
セ
ン
タ
ー
の
建

設
・
・
・
地
域
の
市
民
交
流
の
活
動
の

場
と
な
る
拠
点
施
設
と
し
て
、
平

成
3
年
度
に
近
隣
セ
ン
タ
ー
用
地

を
取
得
し
、

4
年
度
に
基
本
設
計
、

実
施
設
計
、

5
年
度
建
設
に
ポ
予

し
ま
す
。

国
際
化
へ
の
対
応

ω国
際
化
推
進
事
業
-
-
-
同
際
交
流

の
あ
り
方
な
ど
を
明
確
に
す
る
た

め
、
「
凶
際
交
流
推
進
検
討
委
日
会
L

は
、
広
一
本
構
想
、
悲
本
計
悶
の
則
一
念

に
照
ら
し
て
適
切
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
そ
の
達
成
は
強
く
望
ま

れ
る
も
の
で
あ
り
、
実
施
に
あ
た

J

て
は
、
さ
ら
に
催
先
順
位
の
設

定
を
行
い
、
山
の
限
ら
れ
た
財
源

を
効
術
的
に
配
分
し
計
問
的
に
実

地
す
る
な
ど
、
よ
り
実
行
性
の
あ

ゐ
も
の
に
す
る
こ
と
。

7
以
口
の
市
一
点
事
業
の
中
で
も
、

F
山
口
加
の
浄
化
と
シ
ン
ボ
ル
化
の

ス
札
は
、
以
上
平
一
計
州
の
日
以
南
M
K
派

出
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
予
引
制
閣

池
山
什
業
を
強
力
に
抗
巡
す
る
組
織

体
制
を
速
や
か
に
怖
い
け
ん
し
、
基
本

パ
州
の
地
策
を
山
ち
に
実
行
す
る

F

)

と部

門

別

意

見

第
一
部

子
山
口
出
の
浄
化
と
シ
ン
ボ
ル
化

の
批
准
に
あ
た
り
、
市
と
市
民
め

は
川
を
川
川
礁
に
し
、
市
民
に
わ
か

J

:

1

4

1

巴

1
ー

:

リ
や
す
い
地
策
を
減
じ
る

を
ぷ
川

n

ま
た
、
広
く
市
川
ん
の
ぷ
比

を
取
り
入
れ
る
よ
う
「
間
際
交
流

何
進
懇
談
会
一
を
設
問
し
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
自
治
体
と
の
広
域
的

な
取
り
組
み
を
制
極
的
に
働
き
か

け
、
出
川
川
辺
の
以
観
に
つ
い
て
も

協
議
し
、
景
観
条
例
な
と
の
法

的
規
制
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
り

日
制
地
や
斜
川
林
の
保
全
に
つ
い

て
効
川
本
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
り

に
利
回
似
川
や
卜
f
H
利
岐
市
の
活
川
と

保
全
へ
の
取
り
組
み
を
郁
極
的
に

ね
う
こ
と

r

第
二
部

部
山
法
性
の
恨
怖
を
一
附
道
的
、

刊
に
ド
中
小
近
山
川
市
仙
は
、
平
い
い
ん
H
川
沖

化
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
米

航
川
川
川
地
慌
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
“

阪
叫
保
体
制
を
充
実
す
ゐ
こ
と
リ

川
淵
時
保
を
凶
る
た
め
、
仁
業

団
地
の
技
能
を
進
め
る
と
と
も
に

市
内
商
業
者
の
活
性
化
や
消
費
者

の
利
回
に
つ
な
が
る
施
策
を
進
め

ゐ
ニ
と

u

地
元
民
業
の
一
山
性
化
の
た
め
、

山
川
山
内
同
制
の
設
山
や
股
沌
物
の
地

場
山
代
シ
ス
テ
ム
の
怖
い
仏
を
凶
る

福
祉
の
総
合
的
推
進

①
福
祉
総
合
計
画
の
策
定
・
・
・
平
成

3
、
4
年
度
の

2
か
年
で
高
齢
者

や
附
害
者
、
母
子
・
児
童
な
ど
の
各

部
門
ご
と
の
計
画
を
策
定
し
、
さ

ら
に
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
取
り

ま
と
め
た
福
祉
総
合
計
画
を
平
成

5
年
度
に
策
定
し
ま
す
。

②
(
仮
称
)
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
・
・
・
高
齢
者
な
ど
の
活
動
拠

点
と
な
る
施
設
と
し
て
平
成
3
年

度
に
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
建
設

し
ま
す
。

③
福
祉
公
社
設
立
の
検
討
・
・
・
多
種

多
様
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
に

対
応
す
る
た
め
、
福
祉
公
社
設
立

に
向
け
て
の
具
体
的
な
検
討
を
進

め
ま
す
。

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
援
助
・

育
成
・
:
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の

情
報
提
供
や
活
動
の
た
め
の
人
材

搬
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
助
成

制
度
の
確
立
を
凶
り
ま
す
。

生
涯
学
習
の
推
進

①
生
涯
学
習
推
進
会
融
の
設
置
・
.. 

中
山
学
留
に
対
す
る
ニ
!
ズ
の
把

輝
、
裕
木
方
針
や
地
策
を
明
確
に

す
る
た
め
設
問
し
ま
す
。

情
報
公
開
、

地
域
情
報
化
の
推
進

平
成
3
年
度
に
取
備
委

H
会、

4
作
皮
に
は
情
報
公
開
制
度
懇
談

こ
と
巴第

三
部

川
際
交
流
を
推
進
す
る
た
め
、

山
内
作
住
外
閑
人
や
海
外
州
国
子

女
へ
の
き
め
細
か
な
地
策
を
説
じ

る
こ
と
。

山
齢
化
社
会
の
准
民
の
小
、
必

切
な
地
説
的
情
怖
を
閃
り
、
地
域
で

山
齢
者
を
支
え
る
地
策
を
誹
じ
る

二し
f

九
ま
た
、
一
制
祉
公
社
の
ぷ
双
な

ぞ
多
目
仰
な
施
策
を
講
じ
る
と
と
も

に
山
附
将
や
町
市
行
に
配
雌
し
た

t
九
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

υ

作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
段
肋

し
、
さ
ら
に
公
民
館
講
時
な
ど
を

川
川
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
花
山

小
山
准
め
ゐ
こ
と
。

ル
比
刊
の
帆
れ
し
い
社
会
進
出
に
作

い
、
行
政
と
し
て
女
性
の
川
向
を

岐
川
、
ぶ
え
る
地
策
の
取
り
組
み

そ
利
倒
的
に
進
め
ゐ
た
め
、
庁
内

に
判
中
1

セ
ク
シ
ョ
ン
を
ぷ
山
し
、

次
則
以
上
市
什
州
に
財
人
間
出
の
取

り
州
み
を
川
記
す
ゐ
こ
と
り

会
を
設
問
す
る
な
ど
し
て
検
討

し、

5
年
度
に
制
度
化
し
ま
す
の

女
性
を
中
心
と
す
る
パ

ト
就
労
者
の
共
済
制
度
の
確
況

を
同
等
の
関
係
機
関
に
強
力
に
働

き
か
け
る
こ
と

ω

小
川
町
学
山
小
川
や
何
々
の
計
画
策
定

に
あ
た
り
、
山
寸
門
的
知
識
や
政
市

な
続
般
を
引
っ
た
市
民
の
ノ
ウ
ハ

ウ
の
納
町
倒
的
な
市
刑
を
阿
る
工
夫

を
す
ゐ
こ
と

υ

ま
た

市
内
の
ん
k
小
小
川
ト
校
の
体
育
館

な
ど
の
地
ぷ
を
山
氏
に
山
政
す
る

と
と
も
に
、
し
入
門
「
や
研
究
機
関
と

述
携
し
、
そ
の
市
川
を
阿
る
こ
と
り

第
四
部

ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
参
加
に

あ
た
っ
て
は
、
行
政
情
報
を
速
や

か
に
伝
え
る
仕
組
み
を
時
ー
す
る

と
と
も
に
、
近
隣
セ
ン
タ
の
建

設
を
計
脳
的
に
行
う
こ
と
。

第
五
部

交
通
網
の
枯
れ
備
に
つ
い
て
、
き

め
細
か
な
地
策
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
作
拠
点
格
備
に
あ
た
っ
て
は

駐
市
場
の
僻
保
を
卜
分
凶
る
こ
と
。

中
山
拠
点
・
地
区
拠
点
づ
く
り

①
我
孫
子
駅
貨
物
線
跡
地
の
施
設

建
設
と
我
孫
子
駅
南
北
土
地
区
画

整
理
の
推
進
・
・
・
市
の
中
心
拠
点
の

核
と
し
て
、
社
会
教
育
施
設
(
中
央

図
書
館
、
小
劇
場
)
を
中
心
と
し
た

複
合
施
設
を
建
設
。
平
成
3
年
度

に
来
一
本
計
問
、
基
本
設
計
、

4
年
度

に
実
施
設
計
を
行
う
と
と
も
に

4

年
度
中
に
建
設
に
着
手
し
、

6
年

度
完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、
我
孫
子
駅
周
辺
の
中
心

拠
点
形
成
を
確
立
す
る
た
め
、
南

北
の
土
地
ば
画
整
理
事
業
の
早
期

実
現
を
関
り
ま
す
。

②
中
心
拠
点
整
備
計
画
策
定
・
・
・
中

心
拠
点
形
成
を
確
立
す
る
た
め
、

我
孫
子
駅
北
口
に
公
共
公
益
地
設

の
配
慌
を
明
確
に
し
ま
す
。

③
地
区
拠
点
整
備
計
画
の
策
定
・
.. 

我
孫
子
・
天
王
ム
口
・
湖
北
・
新
木
・

十
叩
佐
地
慌
に
お
け
る
地
区
拠
点
形

成
を
雌
な
す
る
た
め
、
平
成
3
年

度
に
モ
デ
ル
地
民
選
定
の
た
め
の

調
布
・
研
究
を
行
い
、

4
年
度
に
計

阿
引
い
げ
を
策
定
し
ま
す
。

第

舞金
型蕗
妙計
主面

霊安
.=r:L ・・・.v b  
務の
事
業

①
O
A
化
の
推
進
・
:
効
率
的
な
事

務
事
砂
川
の
掛
川
進
と
効
果
的
な
財
政

運
併
を
行
う
た
め
、
財
務
会
計
シ

ス
テ
ム
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
開
発
を

し
ま
す
。

②
防
災
対
策
事
業
・
・
総
合
的
な
防

災
計
耐
を
推
進
し
ま
す
。

③
焼
却
炉
増
改
造
事
業
・
:
ご
み
焼

却
地
ぷ
の
機
能
向
上
を
阿
り
ま

すの④
工
業
団
地
設
置
の
推
進
・
・
・
批
准

体
制
を
帥

m
yし
、
什
嶋
本
計
川
を
策

定
し
ま
す
り

⑤
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進
・
.. 

新
木
・
十
叩
杭
地
一
同
一
な
ど
の
弁
事
業

を
推
進
し
ま
す
む

⑥
都
市
計
画
道
路
・
主
要
道
路
の

整
備
・
--h木
泊
予
路
線
の
早
期
中
川
下

を
凶
ゐ
と
と
も
に
、
生
前
に
街
消

し
た
辺
川
町
の
相
備
を
批
准
し
ま

す。⑦
市
営
住
宅
建
て
替
え
事
業
・
・
平

成
3
午
皮
か
ら
の

2
か
年
で
・
:

化
し
た
市
九
日
住
宅
(
小
暮
同
地
)
を

山
齢
者
な
ど
の
利
用
を
配
慮
し
な

が
ら
組
設
し
ま
す
。

③
中
学
校
給
食
の
実
施
・
・
・
生
徒
の

心
身
の
仙
ん
十
な
発
注
に
資
す
る
た

め
、
ヂ
成
3
年
度
に

l
校
の
以
上
併

設
計
、
実
地
設
計
を
行
い
、

4
年
度

に
地
ぷ
の
挫
ぷ
、

5
年
度
に
実
地

し
ま
す
り

⑨
小
中
学
校
校
舎
改
造
事
業

⑬
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
青
の
推
進
:
・

中
山
子
生
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
を

進
め
る
た
め
、
平
成
3
年
度
に
久

手
家
小
と
湖
北
山
中
、

4
年
度
に
我

孫
子
小
と
布
佐
中
に
機
掠
を
時
入
、

さ
ら
に
な
什
小
九
千
校
に
教
材
用
の
ソ

ウ
ト
を
鴨
川
川
し
ま
す
。

。
布
佐
駅
構
上
化
事
業
・
・
・
布
佐
駅

南
北
の
一
体
的
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
と
駅
利
川
将
の
利
便
と
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
凶
る
た
め
、
平
成
4

年
度
完
成
を
目
指
し
、
事
業
を
推

進
し
ま
す
。
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生
ご
み
処
理
容
器
(
コ
、
v
ポ
ス
ト
ν

購
入
に
補
助
金
を
交
付

市
で
は
生
ご
み
の
減
盤
巳
役
立
つ
「
生
ご
み
処
理
容
器
」

(
コ
ン
ポ
ス
ト
)
の
購
入
設
置
蓄
に
対
し
て
、

4
月
4
1
白
か

ら
補
助
金
を
受
惜
し
ま
す
。
容
器
の
購
入
は
直
接
指
定
販
売

屈
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ぜ
ひ
ご
家
庭
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
問
い
合
わ
せ
V
生
活
環
境
課
岱

(
U
)
0
0
1
5

一、=

国民年金
のお話4月から 1醤曲歳以占ゆ

f 

加JLペ

たい家庭で手軽に生ごみを処理でき、
肥にもなります。

4
川

1
け
か
ら
初
段
以
に
の
小

生
め
皆
さ
ん
も
す
べ
て
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
百

同
民
年
令
は
、
以
山
と
し
て
加

政
以
ト
ぃ
印
成
ボ
耐
の
人
は
す
べ
て

加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
ま
で
は
却
成
以
上
で

あ
っ
て
も
村
山
部
の
学
生
は
、
任

江
川
人
(
希
刻
す
れ
ば
加
入
で
き

る
)
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
初
歳

以
後
の
在
学
中
に
病
気
や
け
が
を

し
て
障
害
者
に
な
っ
て
も
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
な
い
限
り
、
障

筈
基
礎
年
金
は
受
給
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

ま
た
、
必
齢
法
一
礎
年
金
は
、
川
叩
年
間

-
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
「
満
制
」

の
年
金
制
に
な
り
ま
す
が
、
木
業

し
て
か
ら
加
入
し
て
保
険
料
を
納

め
て
J

品
額
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
却
歳
以
上
の
人
は
学
生
で
も

国
民
年
金
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
生
活
水
準
は
高
度
化

し
、
物
質
的
に
も
思
か
に
な
り
、
大

山川川仰
H

や
使
い
指
て
商
品
な
ど
が

は
ん
ら
ん
し
、
物
を
大
が
に
し
な

い
胤
制
が
一
品
ま
っ
て
い
ま
す
。

山
で
は
、
台
所
か
ら
で
る
生
ご

み
を
た
い
肥
化
さ
せ
る
「
生
ご
み

処
刑
九
六
什
出
」
(
コ
ン
ポ
ス
ト
)
の
仙

人
行
に
制
叫
ん
ふ
を
交
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

生
ご
み
処
刑
引
容
器
は
、
止
の
小

の
微
生
物
の
働
き
で
、
発
階
・
分
桝

さ
せ
肥
料
化
し
、
ご
み
の
討
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
ら
な

地
州
に
…
一
山
く
だ
け
の
簡
単
な
も
の

で
す
。ご

み
の
減
ほ
化
は
、
地
域
の
丞

裂
な
山
凶
に
な
っ
て
い
ま
す
。
毎

日
の
生
活
の
な
か
で
こ
み
は
無
く

@
保
険
料
月
制
9
0
0
0
円。

(
却
疏
か
ら
印
蔵
ま
で

ω年
間
納

め
ま
す
)

。
親
の
年
収
が
約
6
0
0
万
円
以

下
な
ら
保
険
料
は
免
除
。

学
生
は
一
般
に
所
得
が
な
い
た

め
、
保
険
料
は
視
が
納
め
る
場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
の
た
め
、
税

の
九
州
一
が
明
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
り
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す

る
た
め
、
学
生
に
つ
い
て
は
新
た

な
米
地
・
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

本
免
除
対
象
と
な
る
範
囲
サ
ラ

リ
ー
マ
ン

4
人
世
帯
(
学
生
1
人
)

で
同
公
江
大
・
同
尉
の
場
合
、
年
収

6
0
0
万
円
税
度
で
別
慌
の
場
合

は、

6
6
0
万
円
税
度
。
私
波
大
の

場
人
口
は
年
収
6
8
0
万
円
程
度
で

す
。
形
態
に
よ
っ
て
、
免
除
を
受

け
ら
れ
る
範
囲
も
変
わ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
国
保
年
念
頭
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
ぜ
ひ
ご
み
の
減
川

に
こ
協
力
く
だ
さ
い

u

。
補
助
額

l
作
器
に
つ
き
3
0

0
0
円。

(
l
t
引
2
容
器
ま
で
)

※
市
内
在
住
者
に
限
る

υ

。
補
助
販
売
予
定
数
平
成
3
年

度
は

1
0
0
0
法

。
指
定
販
売
唐
十
巾
出
業
協
同
組

A
口
(
我
孫
子
本
所
、
湖
北
支
所
、
布

佐
文
所
)

※
補
助
金
小
川
等
に
つ
い
て
は
、

指
定
版
完
山
(
印
鋭
持
参
)
が
代
別

手
続
き
を
し
ま
す
り

画
指
定
販
売
庖
を
募
集
ハ
ガ
キ

に
版
光
庖
名
、
住
所
、
屯
話
番
号
、

担
当
者
を
明
記
し
4
月
日
日
(
水
)

ま
で
に
中
峠
2
2
6
4
ク

リ

ン

セ
ン
タ
ー
宮
(
訂
)
0
0
1
5
へ

〉愛称を募集(昨
年
募
集
し
た
国
民
年
金
マ
ス

コ
ッ
ト
の
図
案
(
左
図
)
が
決
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
に

ふ
さ
わ
し
い
愛
称
を
非
集
し
ま
す
の

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

V
応
募
方
法
ハ
ガ
キ
に
愛
称
1

一象
一，汁リ

一
み

vp
一の一成

一
品
川
山

一
口
H
同

一
点
ひエH

M
d
庄

一の

M
指

一
上
川
ρ

一以

V
で

一歳

4
サ

一

mu

り
ツ

パ
い
¥
は
マ

国
民
健
康
保
険
で
は
被
保
険
者

の
方
を
対
象
に
、
は
り
、
き
ゅ
う
、

の費用

の一部を助成

あ
ん
ま
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
の

5

用
の
一
部
を
助
成
。
今
年
か
ら
叩

歳
以
上
の
方
も
対
象
に
な
り
ま
し

た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

V
対
象
者
本
記
歳
以
上
の
由
民

位
脱
保
険
被
保
険
者
※
国
民
健
康

保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
に

印
刷
し
て
い
る
方

V
利
用
方
法
国
保
年
金
課
に
被

保
険
者
一
社
(
退
職
者
医
療
制
度
の

説
当
者
は
退
職
被
保
険
者
証
)
と

印
鑑
を
持
参
し
、
施
設
利
用
券
交

付
申
請
苫
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

発
行
さ
れ
た
施
設
利
用
券
と
被

保
険
者
証
を
持
参
の
う
、
ぇ
、
市
指

定
の
施
術
所
で
施
術
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

V
利
用
券
の
発
行

1
日
1
同

(月
2
回
以
内
)
の
施
術
利
用
券

を
発
行

V
助
成
金

1
回
8
0
0
円
(
地

術
所
に
は
8
0
0
円
を
差
し
引
い

た
制
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
)

V
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課

施術 E庁名称 住 所 電話番号

不f~鍬灸治療院 合1112子一53 (83) 2240 

i毛II'ifi療院 U2-2-1 (82) 4583 

!J'(i!長7 ソサージ院 '1'山::'2003-9 (88) 1300 

111口銭灸院 若松134-8 (85) 2630 

U立辺治療日記 湖北台1-18-2 (88) 2105 

浅井指fE治療涜 i却l北台2-10-14 (88)3644 

若竹鍛灸院 手記孫子173-20 (83) 0849 

松1¥(1鍬灸7 ッサージ治療院 J比係H三60-17 (83) 0437 

，'tlll?ソサージ、セフピ ;{Ijj~ 平手Ilf;2-11- 3 (89) 3324 

行主辺<';1サージ *我孫子1-4-4 (82)4513 

ri1jノド鍬灸治療院 若松135-5 (82)6202 

4:木治療院 自ILJI-3-13 (82)3626 

川川治療院 向田!'ILJ547 (82) 3318 

相世Jii-焔術院 栄14-3 (82) 1610 

JLlllifì jf，! ~;G イ'ljfJ，:J-23-8 (89) 0362 

品主灸敵;企~:.l:t ギ'Iif屯2191 (89) 1341 

了代1I1鉱灸院 我孫子170-2 (82) 5560 

すかみ鍛灸院 天Etilート30 (84) 9599 

日己UiflV;:~ *我孫 [-2-21-36 (82) 8764 

パニ1:合札~L比院 柴崎台2-7-5 (82) 8963 

劫1:越7 ッサージ ;(jjftr.2974 (89) 1394 

あらさ鍬灸治療院 新水野1-1-37 (87) 0700 

米J芋lJ，R灸院 'i'j'IIIT14-21-22 (84) 8161 

防lリ J';~;鍛灸院 中山ド467 (87) 0219 

げì'Hi~おし、しじま 湖北内向1-1 (88) 6318 

V市指定の施術所点
を
記
時
し
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
の
つ
、
ぇ
、

4
月
叩
日
(
火
、
消
印
有
効
)
ま

で
に
千
葉
市
市
場
町
l
の
1
県
庁

社
会
部
国
民
年
金
部
宮

0
4
7

2
(
お
)
2
3
8
9
へ

V
入
賞
本
入
選
1

点
記
念
品

(
2
万
円

相
当
)
半
次
点
5
点

記
念
品

(
5
0
0
0

円
相
当
)

V
発
表
入
賞
者
に

は
直
接
通
知
が
い
き

ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
国

保
年
金
課
年
金
係

県の花、菜の花をモチーフにし疋明

るく腕しみやz1いマスコットです。

4月15日から市役所各課の
配置がで部変更になります

v市役所各課配置図

我孫子都市計画
「市街化区域およぴ‘市街化調整区域」

「用途地域J r高度地区」

変 更を

我
孫
子
都
市
計
画
「
市
街
化
区

域
お
よ
び
市
街
化
調
整
区
域
」

「
用
途
地
域
」
「
高
度
地
区
」
が
左

表
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た

の
で
詳
し
い
内
容
を
縦
覧
し
て
い

ま
す
。

V
変
更
臼
平
成
3
年
3
月
初
日

V
縦
覧
場
所
県
都
市
部
計
画
課

お
よ
び
市
都
市
計
画
課

V
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課

※
こ
の
変
兇
に
併
せ
新
木
駅
南
側

土
地
区
耐
摂
組
事
業
の
施
行
区
域

も
一
部
変
兇
し
、
区
画
整
理
課
で

詳
し
い
内
容
を
縦
覧
し
て
い
ま
す
。

都市計画を定める土地の区域

街市街市
我孫子市北新聞、布佐字宮作、

化調化区
字上ノ IIrJJ.立び寸:!J;U也1l:白人、柴

l崎字小水戸並びに我孫子字並木

経区域及 の各一昔日の医域。柏市弁天下の

域ぴ 一部の区域

用 我孫子市平b'{t，づ:宮作、字上ノ

途 11日放ぴ'7:原地元J:山i入、柴崎字小

I也 水戸並びに我1，;'，子字並木の各一

域 部の区域

高度
我孫子市;1li似て字f~作及び字上

I也
ノ町、柴崎字小木戸並びに我孫

区 子字並木の各一部の区域

V変更区域玄
関

※
C
(北
別
館
)
は
従
米
通
り
“

-
階
は
都
市
部
(
公
同
紙
地
球
、
都
市
計
両
謀
、

区
画
的
世
理
謀
、
建
築
指
導
謀
、
施
設
建
設
諜
)
で

す。

2
階
は
、
建
設
部
(
道
路
泌
、
都
市
排
水

謀
、
下
水
道
部
)
で
す
り

B(公社事務所)

<<政際
商工観光腺

環境保全眼
底蝶餐員ぎ

3階

2階

1階

(市役所庁舎案内)

口同
我草川書

裏取手

3[船橋





築部2き

常聖書線

〈翠富

属
議
6
号
線
と
3
3
6号
線
の

交
琵
す
る
と
こ
ろ
ケ
わ
少
し
柏
寄

り
の
南
西
に
‘
ム
れ
山
間
町
会
が
あ
る

〈
滋
盟
参
照
)
。
昭
和
刊
年
ご
ろ
に

民
間
指
透
谷
れ
た
と
こ
ろ
で
、

M
W

布
十
の
入
勝
開
始
ψ
J
h
引
は
、
町
会
め

ま
わ
り
に
山
総
が
広
が
ゥ
て
い
た
。

我
孫
子
駅
玄
で
は
渉
い
て
加
分

か
か
る
た
め
、
ぞ
れ
よ
り
も
泣
い

北
約
阪
か
ら
屯
半
で
村
へ
災
い
物

こ
と
が
多
い
と

一、:
、嶋噌嶋崎4.1 (5)1991. 

覇軍

〆自治会訪問動!

l辛h苦 こ 関
員 れ .事.h忘w 

のか む/
;交 ら環
流 は 境
も 趣 整

O 

味 備
を も

11 生ぷ悶命、

田 か段
町

し藷，3C3恥Z 

11 た l

サ
ラ
リ
ー
一
v

ン
世
帯
で
、
役
民
は

1
年
交
替
で
や
め
ゆ
や
。

会
長
の
高
橋
あ
い
が
ん
を
は
じ

め
、
役
員
の
方
々
に
符
会
め
日
開
ツ
ナ

町
っ
た
。

「
叩
年
は
ど
能
か
ら
役
目
以
は
ふ
仏

悦
ば
か
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
家
で
は
児
性
の
役
員
め
だ
が
小

心
心
な
っ
て
、
様
路
灯
の
増
設
や

U
宇
部
め
ブ
ダ
め
孜
前
な
ど
現
段

鰐
備
に
努
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し

広
だ
ち
も
今
年
は
mw
年
ぶ
り

』

F

作
り
直
し
た
撚
内
級

A
町
会
南
端
の
S
幾
路
の

交
瀦
安
全
が
課
題

に
町
会
の
議
内
総
を
作
り
泣
し
た

ん
で
す
よ
。

m
M
税
制
で
は
一
段
い
治

し
た
と
こ
ろ
で
す
ね
。

税
十
伐
の
課
題
と
し
て
は
、
町
会

…
問
端
の

6
澄
路
の
交
通
安
全
で
し

ょ
う
か
。
選
が
狭
い
の
に
、
交
調

叫
が
多
く
、
一
や
散
も
多
い
ん
で
す
。

子
供
た
ち
の
通
学
路
じ
ら
な
っ
て

い
る
の
で
、
早
急
に
対
策
会
決

d

え

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

自
治
会
の
行
事
は
特
に
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
治
動
と
し
て
は
、
年

2
閉
め
公
泌
の
平
取
り
く
ら
い
で

す
u

こ
れ
か
ら
は
、
会
民
め
交
流

を
深
め
る
た
め
趣
味
会
生
か
し
た

活
動
も
し
た
い
℃
す
ね
L

V
会

長

い

ム

円

山

3
め

6
の
お

の

り

ゅ

宮両
-

M

S

-

怠
怖
と
一
山
断
を
小
泉
ね
、
仕
事
が
小
¥
や
っ
と
の
思
い
明
、
家
こ
山
る
。
紛
物
会
活
て
織
の
き
い
た
…

一

志

向

υ
こ
-
r
n
Fい九
F
K
W込

J

α

し

主

，

j
坤
得
て
官
、
ぃ

e

j

v

a

邑
占
L
G翼
川

巡

ノ

¥

作

付

、

む

お

く

れ

収

穫

時

-
v
U
J

く
{
戸
自
の
時
も
臨
機
一
好
季
、
手
拭
で
目
の
下
を
お
お
っ
た
気
一

お
か
ず
取
ら
ず
、
耕
地
に
懇
話
芸
及
ぼ
チ
税
制
や
や
糸
関
白
没
、
む
り
む
た
取
り
顔
は
珍
妙
で
あ
る
。
叩
げ
一

パ
U

i
目
zv
・ゅ

…
江
戸
時
代
の
一
一
天
政
務
に
-
大
食
す
。
総
数
は
多
く
貯
え
小
さ
な
す
ω

天
災
に
も
空
間
の
対
応
が
な
い
に
訴
え
る
が
門
前
払
い
と
な
る
く
の
き
己
資
を
働
気
従
も
…

…
保
紘
一
ふ
が
あ
り
ま
す
。
…
火
山
笹
野
地
ま
で
も
作
付
し
施
肥
に
も
気
く
主
主
品
で
そ
の
場
し
の
ぶ
し
、
世
の
笑
い
者
で
み
る
。
め
と
指
さ
さ
れ
、
親
兄
弟
益
二

…

言

語

の

飢

間

後

、

民

立

与

を

督

。

使

用

人

が

い

て

も

去

や

が

て

設

納

め

を

来

た

せ

ず

そ

の

広

一

号

浅

は

か

て

近

所

労

を

か

け

て

地

一

互

い

り

と

…
(
一
八
四
二
か
ら
は
じ
ま
り
、
し
て
働
急
線
や
娘
も
耕
作
に
加
え
つ
い
に
同
地
を
チ
設
す
。
老
い
た
と
い
つ
も
持
を
起
こ
す
ω

茶
飲
み
ず
、
つ
い
に
は
仙
沼
態
へ
出
て
い
一

い
と
つ
む
グ

…
民
民
な
ど
の
け
品
川
め
夜
食
住
に
米
侍
り
に
践
む
。
良
簡
に
は
糸
総
統
を
捨
て
、
務
分
や
袋
一
十
ま
で
も
好
き
で
物
見
遊
山
が
大
好
き
。
ぬ
っ
て
し
ま
う
も
の
も
あ
る
。
一

は

た

お

川

も

ち

だ

ん

ご

…
厳
し
く
倹
約
を
強
い
中
ぶ
し
た
。
や
機
織
に
む
か
う
。
餅
留
子
で
茶
引
っ
て
し
ま
う
。
郎
は
紘
一
ぬ
々
で
家
誕
の
帽
子
そ
か
よ
り
、
皮
織
な
さ
っ
し
た
「
惰
民
」
と
い
わ
一

…

今

一

側

、

部

介

す

る

の

は

、

そ

れ

る

火

山

形

ナ

供

像

の

ほ

か

に

も

、

…

一
れ
よ
り
初
年
前
の
天
保
2
作

ご

い

設

を

い

設

側

、

屋

敷

の

造

作

や

…

Iu--し

た

正

当

軒

並

守

電

う

「

宝

生

茂

臨

時

号

柵

持

誌

の

1
2、

武
…

…
っ
起
訴
ぃ
川
¥
文
部

2
1
j
F
ι
臨

調

軍

曹

闘

/

レ

「

ま

昆

晶

興

糧

需

品

一

駒

吾

訂

正

」

奪

去

の

挙

公

心

あ

こ

が

れ

一

…

れ

る

教

訓

一

か

ぶ

す

「

岳

山

い

と

る

省

な

ど

が

あ

ザ

句

れ

、

域

的

一

…

、

悩

日

の

妥

が

よ

く

明

解

で

ら

れ

て

い

ま

す

。

一

一
き
ま
て
こ
の
わ
山
ぃ
託
け
を
現
代
欽
み
を
し
な
い
。
議
機
な
く
訴
、
ぇ
叫
に
山
似
て
も
艇
を
枕
に
H
M
む
し
ど
を
背
負
い
、
総
の
慌
て
消
て
、
「
良
川
叫
ん
の
存
在
も
さ
る
こ
…

…
訟
に
訳
し
て
み
拍
子
コ
え
な
い
。
鎖
、
著
大
切
円
い
れ
ー
だ
心
て
、
能
川
合
く
わ
え
船
時
衣
に
人
の
紛
み
で
駆
け
ま
わ
る
。
と
な
が
ら
必
叫
ん
」
と
私
さ
れ
…

…
「
良
川
目

l

得
よ
く
、
滋
役
は
ま
っ
先
に
来
た
ち
気
を
使
わ
な
い
υ

学
長
い
の
子
供
の
紙
一
体
も
よ
く
み
れ
ば
、
る
人
々
の
予
言
、
物
品
、
金
や
一

す
白
ゐU
う
と
り

…什い十ぶ川却崎主さ主」与弔、品山制総苧M?J

&
一
川
山
む
釘
ibb
と

肌

柑

叩

い

さ

時

f
や

一
す
り
ぬ
会
火
山
w
に
向
い
新
や
刊
い
も
減
ら
さ
な
い
ω

し
て
、
川
市
川
物
誌
は
だ
け
込
は
よ
ろ
ぽ
は
大
一
沌
結
、
安
物
の
鯨
絡
の
脇
泣
沿
い
や
利
桜
水
述
内
有
能
対
…

一
を
と
る
ω

こ
で
ば
り
し
た
身
以
上
が
良
民
で
す
が
、
季
、
、
よ
ろ
謡
史
告
泊
中
小
で
か
ぶ
り
、
必
な
ど
を
腰
に
つ
け
て
い
る
。
小
笠
三
本
古
散
見
さ
れ
ま
す

Q

…

診
す

η

ゐ
け
ご
と

一
な
り
で
ザ
系
ゐ

υ

絡
事
も
約
制
、
川
の
み
る
芳
し
く
な
い
相
川
氏
、
と
況
片
倉
山
出
し
に
脇
手
詳
し

J
W
W犯
や
痴
誌
に
う
つ
っ
そ
抜
か
し
か
し
札
代
ケ
り
み
る
と
、
一
一

一
-b
ア
わ
な
い

υ

食
総
M
M

大
手
に
は
ど
ん
な
取
材
で
し
ょ
う
か
。
て
怯
植
な
ど
を
ぶ
ら
つ
か
位
、
肉
し
、
力
総
く
し
て
強
が
り
で
、
わ

d
…
民
」
の
十
々
が
ど
こ
か
魅
力
一

り
げ

…

丹

市

く

収

織

し

古

川

総

殺

を

「

情

F

が
協
に
つ
く
の
宏
子
山
で
か
ん
い
維
な
話
公
私
立
口
で
惑
し
た
で
的
か
も
υ

(

市
史
編
さ
ん
窓
…

ポ

ス

タ

ー

の

部

の

部

小
間
関
理
さ
ん
と
滝
日

ゴ
ミ
減
量
巳
伴
う
ポ
ス
タ
ー
と
標
語

昨
年
の

8
月
1
門
口
号
の
広
報
で

ぷ
集
し
た
「
ゴ
ミ
滅
般
に
伴
、
つ
ポ

ス
タ

i
と
標
語
」

， Iあ|

一---""

子
♂
、
が
最
鑓

ポ
ス
タ
!
の
部
で
は
、

1
2
1

N
…
の
応
募
の
中
か
ら
、
小
川
紛
糾
一

さ
ん
(
湖
北
会
部
小
4
5
年
)
め
押
ぬ

(
写
真
上
)
が
、
線
路
の
山
川
氏
拠

点
の
応
募
の
中
か
ら
、
滝
口
同
一

手
さ
ん
(
寿
在
住
〉
め
吋
ご
み
減

量
一
人
々
の
心
が
け
い
z

秀
抗
日
溺
ば
れ
ま
し
た
。

。

れ

し、っ。町
会
は
、
人
間
的
が
山
開
始
さ
れ
て

か
ら
数
年
後
に
発
M
品
。
机
絞
め
会

員
数
は
部
世
併

(
7
成
)
υ

会
災
め

。

ほ

と

ん

ど

が

主

主

に

ま

る

ゑ

二

的

人

ー

を

お

願

い

し

手

υ

…

・
4
~
…

刊

日

ν
白

羽

ヒ

(

実

施

期

間

は

干

口

同

践

を

除

く

…

…

ま

ぬ

V
H
U
U川
市

ら

月

日

日

か

ら

6
n
M
旦

一

一

詮

}

泣

4

ゐ
d

v

時
付
期
題

4
月
刊
日
〈
水
)
一

一

出

釦

百

躍

し

い

か

ら

村

山

内

対

(

土

)

一

一

絹

川

i
h
i

坤

川

※

電

器

等

に

よ

る

予

約

辻

受

け

一

…

回

目

沼

町

町

付

け

ま

せ

ん

。

一

一

村

山

吋

;

駒

ヰ

〈

家

庭

で

で

き

経

験

〉

一

一

江

志

w

会

f

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
…

一

哨

似

治

餅

ま

サ

ク

ラ

、

ヤ

ナ

ギ

、

プ

ラ

タ

一

明
グ

t
E

ナ
ス
等
の
植
物
を
好
み
ま
す
れ
…

幼
虫
は
集
合
し
て
巣
を
作
る
の
…

…
今
年
も
自
治
会
単
位
で
、
離
で
、
こ
の
議
員
総
を
す
る
一

一
翠
叫
ん
仰
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
、
ン
ロ
め
が
効
果
的
。
得
点
滅
縦
の
縦
水
…

…
ヒ
ト
リ
め
燃
料
開
念
行
い
ま
す

Q

明
、
幼
虫
め
巣
を
見
つ
け
た
ら
、
…

…
駆
除
を
希
望
さ
れ
ゐ
自
治
会
枝
葉
桜
M

切
り
と
っ
て
足
で
踏
み
…

…
は
、
葉
地
一
戸
数
安
婦
縦
し
印
鑑
つ
け
る
か
、
娩
冬
季

L

る
だ
け
…

…
そ
持
参
の
う
え
、
公
副
総
地
畿
で
大
き
な
効
采
が
わ
り
ま
す
。
一

一
で
ま
営
造
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
で
は
希
擦
問
治
会
一

一
な
お
、
楽
器
幸
一
は
道
路
か
に
小
型
噴
霧
器
の
無
料
宇
品
一

…
ら
で
き
る
範
織
に
m
m
h
t
J
せ
て
い
し
も
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
券
、
…

…
た
だ
き
、
実
絡
日
に
は
現
地
梁

V
照
い
合
わ
せ
公
魁
緑
地
採
…

務

費

こ

今

後

、

パ

ン

フ

レ
ッ
ト
る
や
イ
ベ
ン
ト
合
ど
で
州
民

間
別
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
そ
の
他
の
受
賞
者
は

次
め
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
〉

O
ポ
ス
タ
!
の
部
優
秀
賞

与
問
佳
代
(
抑
制
北
合
中
2
年)、

小
高
麗
(
白
山
中
2
年
て
佳
作

我
係
予
仁
子
(
城
北
台
東
小

4
何
十
)
、
永
野
山
出
合
科
(
湖
北
小

5
年
)
、
潟
機
和
行
(
一
ニ
小
6

、
部
柑
脚
本
打
子
〈
布
佐
小

6

森
問
問
名
菜

。
様
聴
の
部
俊
作
赤
崎
と

よ

子

柏

木

元

司

(

棋

あ

び

あ

;れ

3
い
凡
詑
段
、
昨
年
5
月

に
問
問
舘
し
だ
ね
の
降
物
館
の
建

殺
事
業
を
行
っ
た
市
が
、
燥
の

平
成
2
年
度
鋭
角
民
総
策
災
施
市

町
村
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の

こ
の
表
鮮
は
創
窓
工
夫
さ
れ

た

市

町

村

め

に

対

、
昭
和
釘
年
成
か
ら
叫

が
一
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

市
が
受
食
す
る
の
は
、
ん
-

冨
が
は
じ
め
て
。

県
か
ら
は
こ
の
事
業
に

つ
い
て
「
'
泌
を
テ

i
サ
は

し
た
金
溜
拐
の
単
科
持
物

館
で
、
自
然
保
灘
、
緑
の

叡
透
、
地
球
澱
泊
等
に
対

す
る
・
意
識
高
識
が
滋
問
問
さ

お
り
、
入
館
者
数
wv
の
捉

鍬
務
で
、
学
術
的
価
航
、
観

光
地
と
し
て
の
波
及
効
川
市
、
お

よ
び
教
育
施
設
と
し
て
今
後
の

滋
闘
が
期
待
で
き
る
い
い

斜
仰
を
受
け
ま
し
た
。

罵
む
静
物
館
建
設
事
業

一
明
暗
躍
優
良
施
策
に
輝
く

道
轄
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
ド
で

沼
沿
い
の
都
市
計
画
道
路

♂一T
m
H
沼
公
掛
か
ら
北
柏
へ
通

じ
る
手
交
沼
沿
い
の
都
市
計
翻

道
路
は
、
平
成
元
年
4
月
以
線

道
以
米
、
ビ
ニ

i
ル
袋
や
空
き

訟
な
ど
で
汚
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
5
月
に
市
で
消
附
し
た

時
心
は
、

2
ト
ン

ゴ
ミ
そ
収
集
。
な
か
に
は
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
た
生
ゴ
ミ
も
あ
り
ま

し
た
。今

年
に
な
っ
て
か
ら
は
、
「

S
T

OP-ケ
ミ
」
の
看
板
(
写
真
〉
を
道

路
わ
さ
6
か
所
に
設
置
し
て
h
h

ムブ

イ
パ
に
川
町
び
か
け
た
り
、
月
1

開
制
の
沼
掃
を
実

施
し
て
い
ま
す

が
、
依
然
と
し

て
ゴ
ミ
は
な
く

な
り
ま
せ
ん
。

選
路
に
ゴ
ミ

を
捨
て
な
い
で

く
だ
さ
い
。
み

ん
な
の
遺
跡
的
表

大
切
に
。

あ
a

び

れ-

p
u
R
J
 

-ラ

ら時

あ
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ャ人生1:ヂャレふじ
学
ぶ
楽
し
さ
、
出
会
う
喜
び
は
い
く
つ
に
な
っ
て

も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
4

フ
年
も

4
同
円
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

講
座
や
学
級
ガ
開
設
さ
れ
ま
す
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

問い合わせ

中央公民館

企 (82)0515 

薬問
敵
な

塁人
しミ

を大
求
め:

て阜

』
F

婦
人
大
学
班
別
学
習
風
景

&号

窮
屈
窃
胃
阜
窃

子
ど
も
の
豊
か
な
成
長
を
願
う

あ
ら
ゆ
ゐ
吋
能
性
を
側
め
た
や

わ
ら
か
な
成

μ
の
ル
は
、
へ
ー
ま
さ

に
仰
び
よ
う
と
し
て
い
ま
す
川

じ
1
年
生
を
引
っ
税
川
心
が
、
川

し
ん
引
い
を
過
し
て
楽

L
み
な
が
ら

お
瓦
い
に
学
ん
で
い
く
中
糾
て
す
り

V
モ
マ
サ
子

*
f
Hぺ
乃
心
を
よ

司

?
?
V千

4
4
一

fσ

む
ロ
!
ル
プ
レ

l
イ
ン
ク
牢
年
配

第802号

の
ト
刀
か
ら
学
よ
生
前
の
知
山
叫
・
辛
子

供
の
し
つ
け
*
家
肢
の
位
以
*
親

子
で
楽
し
む
作
川
づ
く
リ
ヰ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

V
応
募
資
格
小
学
1
午
ん
い
い
を
も

っ
脱
ま
た
は
似
必
行
で
似
川
山
町

で
き
ゐ
万
、
川
同
行
は
あ
り
主
什
一
ん

が
幼
児
辿
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す

V
募
集
人
員
作
地
阿
川
名

V
参

加

費

作

川

2
0
0
0
川

V
申
し
込
み

4
川
Q
O

日
(
川
)
の

入
学
式
の
日
に
作
小
学
校
か
ら
中

込
書
を
一
地
し
ま
す
り

4
月
日
日
ま

で
に
初
日
町
に
拠
出
し
て
く
だ
さ
い

o

v
開
級
式

5
川
口
日
(
川
)
午
前

川
時
か
ら
小
火
公
民
館
で
行
い
ま

す
(
詳
細
は
山
中
し
込
み
後
ハ
カ
キ

ぐ
通
知
)

学
ぶ
在
ぴ
と
心
の
ふ
れ
あ
い
を

求
め
て
や
開
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

H

什
ら
学
び
円
分
ら
し
く
生
き
る
た

め
の
ぷ
敵
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

V
学
習
年
限

2
年
間

V
学
習
目
、
一
十
一
に
木
川
日
(
月
に

2
1
3
川
)
弁
男
持
参
の
け
も
あ

リ
ま
す
。

V
場
所山

市

し

く

他
山
川
づ
く
り

-

H

-

I

L
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中
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民
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い
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六
救
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1
ゴ
:
、
川
川
叫
ん
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つ
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よ
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1

期
間
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3
円
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7
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V
募
集
人
員
印
名
(
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
)

V
応
募
資
格
市
内
在
住
の
叩
歳

以
上
回
歳
未
満
の
女
性
で

2
年
間

出
席
で
き
る
方
(
お
子
様
連
れ
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
)

V
学
習
内
容
牢
あ
ぴ
こ
を
知
る

*
読
む
・
書
く
・
話
す
学
習
*
暮
ら

し
の
法
律
・
経
済
*
文
学
*
福
祉

*
女
性
の
生
き
方
*
歌
舞
伎
・
文

楽
鑑
賞
*
宿
泊
研
修
*
課
外
学
習

手

i
o
p

'
U
Jん

V
参
加
蝋
周
年
間
4
0
0
0
円《

た
だ
し
歌
持
伎
・
文
楽
銀
投
資
、
宿

泊
研
修
代
、
文
集
代
な
ど
の
負
刊

は
別
途

n

V
申
し
込
み
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
屯
話
番
号
、

過
ょ
の
州
人
大
学
へ
の
応
募
年
度

を
川
出
し
、

4
バ
6
日
(
土
、
出
印

ト
什
効
工
エ
で
に
北
孫
子
新
川
川
小

山
人
公
民
館
州
人
ト
人
学
係
へ
り

学

羽

田

7

口
の
V
V
I
H
H
心
不
が
万
六
の
初
ル
か
ん

桁
刊
し
ま
す
り
テ

7

は
ρ

ゴ
:
古
川

川
ア
で
す

生 位
き
カま
しミ

の
あ
る
人
生
を LJOク

「
老
い
」
は
説
も
さ
け
て
通
れ
ま

せ
ん
の
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
と
も
に
学
び
語
り
合
う
新

し
い
仲
間
を
募
集
し
ま
す
。

』
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別
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習
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参
加
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V
場
所
小
火
公
民
館

V
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
作
齢
、
川
話
番
サ
、
川
一
州
名

新
し
い
自
分
を
さ
が
し
て
み
ま
せ
ん
か
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自

間

居
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内
/ω

ハ
U
ハ

υ
ハ
リ
什
川
」

を
川
記
し
、

4
バ
8
H
(
バ
、
川
'
叩

ト
引
効
)
ま
で
に
我
孫
子
新
川
判
中

火
公
民
飢
へ
。

V
注
意
山
中
し
込
み
は
、

1
人
2

m一
州
ま
で
で
す
り

3
誹
一
川
以
上
巾

し
込
ん
だ
ト
々
は
火
栴
と
な
り
ま
す

H

V
抽
選
応
募
折
多
数
の
場
介
は

州
選
を
行
い
、

4
バ
お
け
削
ま
で

に
辿
知
し
ま
す

u

5
月
か
ら
平
成
4
年
3

V
期
間

月
ま
で

V
日
時
毎
月
第
1
・
3
水
附
臼

の
午
前
中

V
場
所
中
央
公
民
館

V
学
習
内
容
*
道
人
柄
祉
施
設

の
見
学
*
ポ
ケ
・
ね
た
き
り
に
な

ら
な
い
た
め
の
工
夫
*
年
金
・
相

続
・
遺
言
*
老
人
介
趨
本
健
康
ゃ

い
き
が
い
づ
く
り
ほ
か

V
参
加
融
周
年
間
1
0
0
0
円

V
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

4
月
8
日
(
月
、
消
印
有
効
)
ま
で

に
北
孫
子
新
川
討
中
山
火
公
民
館
社

会
教
育
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
係
へ

υ

学習内容 学習
回

日時前半 後 半

I 学~l~ を始めるにあたって
金昭月5 ト一一

2 
トーー みんな仲良し 午前 T 市

3 10成
トー 時 4

4 ズ 二子どもの心 l年
正 3 

トーー
午月

5 ム 絵本と子ども ま
ト一一 て'

6 あ みんな友達
(!) 

問

7 そ 丈夫なからだ 10 
国

8 Uご 3歳児パンザイ F
火一 限

9 学習を終えるにあたって ま
ト一一 た
10 おもいで会 l立

T3歳児親子学級日程
』
F

何
が
で
き
る
の
か
な

花 員
の
人弱
生
ア宵守

長大
り

阜

※Ili(l!I)として '['Iiijの郎111時-t!-:'[、今後のf(日111，¥'-3 [J寺

仙
航
あ
る
人
生
を
、
こ
れ
か
ら

も
楽
し
く
新
し
い
友
人
広
と
や
び
A
H

い
心
山
か
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か

U

V
学
習
内
容
*
現
代
社
会
を
川
町

併
す
る
キ
心
と
体
の
位
脱
牢
社
会

日
比
九
十
や
研
修
旅
行
*
人
川
間
係
に

つ
い
て
本
郷
k
の
川
町
史
や
え
や
*

地
域
の
リ
ダ
!
と
し
て
の
役
訓

手
I

事
ド

I
L
Jん

』
F

長
寿
大
学
実
習
風
景
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V
学
習
年
限

V
募
集
人
員

引
ケ
引

V
参

加

費

年

川

4
0
0
0
円。

(
研
修
旅
行
代
な
ど
は
別
途
負
担
)

V
応
募
資
格
山
内
作
ハ
刊
の
日
成

以
卜
の
万
一
大
正
日
年
4
川
l
H

以
前
生
ま
れ
)
で
、

4
年
開
通
し
て

参
加
で
き
る
万

υ

定
職
を
お
持
ち

で
な
い
ん

h

V
申
し
込
み
ハ
カ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
屯
訊
帯

サ
を
川
記
し
、

4
バ
6
日
(
十
一
、
消

印
打
効
)
ま
で
に
我
孫
子
新
聞
討

中
央
公
民
的
長
沼
大
学
交
付
係

へ)

品
目
か
ら
「
組
の
後
ろ
姿
を
み
て

子
は
育
つ
」
な
ど
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
り
こ
の
機
会
に
、
集
団
の
な
か

で
の
我
が
子
を
み
つ
め
、
子
育
て

に
必
要
な
も
の
は
何
か
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か

o

v場
所
中
央
公
民
館
ホ

l
ル

V
募

集

人

員

火

昭

コ

ス

1
0

5
名
、
金
叫
コ

l
ス
お
名
(
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
)

V
応
募
資
格

3
歳
児
(
昭
和
臼

年
4
月
2
臼
か
ら
臼
年
4
月
1
日

生
ま
れ
)
を
持
つ
親

V
参
加
費
年
間
3
5
0
0
円

V
申
し
込
み
往
復
ハ
か
キ
に
住

所
、
参
加
す
る
親
と
子
の
間
引
い
、
屯

話
番
号
、
生
年
月
日
、
子
の
性
別
、

希
望
コ

l
ス
を
明
記
し
、

4
月
5

日
(
金
・
消
印
有
効
)
ま
で
に
我
孫

子
新
田

M
小
央
公
民
館
3
品
児
親

子
学
級
係
へ

子
育
て
に
必
要
な
も
の

包
お
掘
現
子
阜
拐

久
ド!

わがまち我孫子を知る

間島単協自IJ包囲畠

地
域
史
へ
の
関
心
が
山
ま
り
つ

つ
あ
ゐ
な
か
、
我
孫

f
の
M
山山にゃ

い
え
化
を
乍
よ
「
市
民
山
下
糾

L

が
ロ
年

け
を
迎
え
ま
し
た
れ
新
し
い
仲
間

と
一
緒
に
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ

ん
カ

V
学
習
日
時

4
月
幻
日
(
土
)
か

ら
平
成
4
作
3
川
H
H
F
K
)
ま
で

の
よ
に
第
2
・
4
十
川
町
日
の
午
日
山

刊
時
か
ら
正
午
ま
で
(
人
士
山
川
)
※

学
問
内
科
に
よ
っ
て
は
弁
中
!
持
参

で
午
後
に
な
る
場
合
も
布
り
ま
す

υ

V
場
所
中
央
公
民
的

V
学
留
内
容
*
我
係
f
2
1
M作
?

の
掛
史
木
山
掛
け
派
の
文
学
と
技
孫

子
±
ぃ

J

山
Hmと
人
小
一
本
子
山
川
、
出
畔

の
文
学
散
渉
ほ
か

V
募
集
人
員
品
名
(
山
内
約
住

で
初
歳
以
上
)
応
募
祈
多
数
の
同
制

作
は
抽
選

V
参
加
費
年
間
2
5
0
0
川

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
住

促
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
応
和
、
性
別

年
齢
、
屯
話
番
号
を
明
記
し
、

4
バ

刊
日
(
水
、
消
印
布
効
)
ま
で
に
我

Mm
子
新
川
出
中
央
公
民
館
市
民
学

級
係
へ
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台
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の
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険診療機関 午前9袴から午後 5時

惨持参するもの保険設

』
司
密
議
学
級
自
緯

身
体
許
制
州
、
ゃ
ん
体
操
、
栄

設
相
縦
、
滋
科
相
談
な
ど
育
児
に

医院:fli病

告謹検診がスタート
。子奮がん検診対象は30歳以 1.。保

{怨センタ…で 4J110汚から 7J J (5月

1 ~l は!誌でく) まで匂j思水II~[ fl:こ

l' 0 な必、各委託医療機

関川月 -12JJ)でも被診できます。

の成人病健診対象は40歳以 1'.0JflL液-

L兵検j炎、 flLl玉iJ!i以iご等を{泌総センターや

各委託医柑機関は月 -12H)

してく fごさ L、。

む乳がん検診

託[2;i燥機器で、

炉費用然料

炉問い合わせ・予約

つ

い

て

の

斜

か

い

て

い
ま
寸
む
気
料
い
ご
如
何
必
を
の

v
a穂
4
汀
2
M
か
ら
お
行
法

で
の
ト
河
川
山
一
火
山
附
け
什

V
受
付
時
間
小
げ
山
W
9
時
日
分
か

ら
パ
ツ
、
持
品
分
ぷ
中
!
山
山
山
)
、
午
前
Q
J

持
品
分
か
ら
い
山
時
制
分
(
そ
の
他

和
議
め
あ
る
み
〉

V
対

象

*

平

成

2
年
内
川
バ
生
ま

れ
(
通
知
が
い
さ
ま
す
)
本

0
1
6

ぷ
川
ル
(
初
球
の
あ
る
い
々
)

※
乳
児
総
珍
は
川
り

f
能
成
予
帳
の

い
燃
料
修
二
J
i
6
か
バ
m川、

Q
d
i
H

か
バ
川
川
~
を
初
出
川
i
u
、
医
療
機
関
で

交
け
玄
し
上
、
つ
り

一ツベ
H
N
ク
リ
ン
皮
脂
一

一
お
よ
び
斡
旋
8
C
G
一

V
対
象
一
平
成

2
年
ロ
バ
以
前
に

生
ま
れ
、
ー
皮
も
B
C
G機
秘
を

受
け
て
い
な
い
乳
幼
児
(
対
象
児

に
は
鴻
知
し
ま
す
)

V
時

間

午

後

1
時
総
分
か
ら
2

対象は30歳以上。各会

してください。

hrroト
J

Nμ

つ4
んノ

V
持
品
V

M

り
f
他山川
JF
絞

4

可
ツ
反
お
よ
び
判
定
臼
C
Oの
臼
程

午
前
9
時
間
以
分
か
ら
ぬ

ンタ

民

3
分

V
持
参
川
り
F
J
能
以
子
版
、

ぷ
門
川
、
阪
ブ
ラ
シ
〈
ト
八
人
'
子
供
用
心
作

i
本
)扇

舟
良
府
主
一

一M
ニ
り
や
総
泌
で
協
ん
℃
い
?
知

人
は
い
ま
せ
ん
か
吋
け
は
mm
別

相
談
J

む
ね
交
け
し
ま
す
日

V
時

間

午

伶

1
時
給
分
か
ら

3

持
(
交
付

a
1
時
か
ら
:
叫
付
加
分
)

V
織
し
込
み
川
内
地
セ
シ
タ

i
へ

屯
{
川
ま
た
は
山
崎
お
い
で
に
=
さ
い
。

』
司
馬
こ
り
・
融
痛
教
室
日
程

猷血のお知ら{
炉随時 4rJ711(1l)ノi

lIIJlOU寺からtpt炎4!I"l 

IT-場所冶i{J，己新総まつり

会場(紋J(rLlまi孫子くも'災地)

沙問い合わせ

予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

次
の
子
問
機
械
は
怒
矧
機
関
で

受
け
て
く
だ
さ
い
υ

実
地
院
般
機

出
向
は
、
保
健
セ
ン
タ

i
の
ご
業
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
や
燐
掛

の
子
防
接
続
会
受
け
ヲ
切
断
、

M
M
M
M

R
(新…一一
mm
出合けけ
un""""

し
蘇
峰
、
風
し

ん
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
)
を
希
認
す
る

ト
々
は
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
o

v持
容
吋
子
鎧
康
子
艇
と
印
鑑

a

v費
湾
紙
小
山
知
ま
で
い
燃
料

言支

当

あ

り

ま

す

の

ぼ

的

人

は

、

持

つ

く

り

切

ら

上

一

…
健
康
メ
モ

mw

官

民

主

は

が

る

誌

を

つ

け

ま

し

ょ

っ

。

一

つ
け
ば
治
療
は
そ
れ
ほ
ど
鍬
し
い
ま
ど
、
泌
急
処
れ
と
し
て
気
分
一

一

川

笠

桃

山

川

市

川

と

い

う

の

は

、

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

備

に

な

か

巡

く

な

り

そ

つ

を

さ

は

、

一

一

棋

に

な

っ

た

状

聴

か

ら

い

仏

九

ト

い

っ

た

安

勢

と

江

ち

ト

い

が

っ

た

時

め

日

記

附

み

会

ナ

ゐ

井

一

よ

い

で

し

ょ

…

…

が

っ

た

と

冬

、

山

川

一

か

急

に

低

内

止

を

測

定

し

、

以

火

山

誌

が

m
・1
一
よ
ド
身
に
た
ま
っ
た
山
誠
一

…
k
!
?
る
的
公
で
す

hrEが
れ

以

上

川

ド

す

る

こ

と

が

お

ぶ

竹

町

筋

肉

の

ぬ

ふ

ヤ

心

臓

に

民

…

…

る

と

心

純

の

佼

涜

が

い

い

川

く

な

る

悦

山

間

以

の

け

宏

め

…

つ

令

す

れ

採

り

、

政

一

忙

を

ト

ハ

げ

る

効

川

市

が

ふ

…

一

た

め

、

永

江

一

語

引

け

で

作

一

去

り

ま

す

り

…

…

人

で

も

心

誠

へ

の

率

的

民

り

轟

襲

撃

騒

f
'

宅

に

主

主

く

な

っ

二

…

主

く

す

手

。

そ

の

た

め

驚

畿

蕗

鑑

識

錯

し

ま

っ

た

句

、

決

し

手

…

学

一

ご

い

、

心

蹴

か

ら

押

し

山

さ

れ

み

援

後

懇

談

縁

談

機

警

綴

畿

せ

ず

M
t
i
u
M
く
し
て
般
に
な
る
…

…

山

同

一

段

の

川

い

か

減

少

し

、

山

一

川

が

ニ

と

令

市

人

…

…

的

く

な

る

わ

け

で

す

川

に

弘

、

れ

ん

と

一

珍

挺

し

て

も

ら

い

、

こ

う

し

た

一

前

線

や

け

品

川

の

日

…

…

し

か

し

、

人

間

の

体

は

よ

く

機

%

に

起

立

川

悦

山

地

一

ハ

ャ

レ

み

艇

が

ぷ

で

紘

一

状

一

は

ル

九

い

山

に

よ

く

な

り

…

…

し

た

も

の

そ

、

制

況

時

め

山

山

川

つ

い

た

場

介

、

山

刊

を

上

げ

る

抜

ネ

す

り

約

一

線

に

よ

っ

て

体

訓

ぱ

…

…
の
叫
ド
を
坊
く
機
怖
が
龍
、
え
ら
ふ
ど
ん
は
ん
ふ
く
山
川
川
に
別
バ
(
め
の
や
山
山
川
沖
約
叫
例
経
誌
が
役
ふ
さ
れ
か
り
か
‘
小
川
去
で
変
わ
る
一
円
…

…
れ
て
い
ま
十
“
山
内
え
ば
、
交
感
M
W

な

い

人

い

も

お

い

法

性

的

山

一

止

が

料

ま

ん

ヲ

リ

能

刊

が

ん

ろ

い

の

で

ト

ヲ

ロ

…

一
統
的
警
ぞ
い
ぶ
し
ょ
?
山
行
が
こ
み
こ
と
が
あ
み
の
℃
十
九
三
~
?
り
に
、
什
叫
ん
仁
川
的
で
は
辺
倒

V
問
い
合
わ
せ
伐
勾
J
山
民
一

…
収
納
し
、
山
川
が
侃
一
ト
ず
る
の
あ
る
日
刊
の
的
印
刷
川
や
抗
う
つ
刷
?
正
し
い
パ
ー
日
と
過
度
な
部
尚
を
ふ
川
会
岱
ヘ
wm
一日
5
2
5

一

一
を
防
い
明
、
い
ふ
わ
け
で
す
υ

判
明
ぷ
竹
山
山
山
花
会
抑
止
ニ
ふ
る
ん
い
J
h

が
け
ゼ
く
だ
M
A
M

い
o

U

時
点
性
的
-m

一段一国同封一

保
健
セ
ン
タ
の
栄
h
叫
し
ん
が
カ

ロ
リ
ー
チ
た
ノ
タ
や
献
い
ふ
ア
ド
パ

イ
え
念
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(8) 

。我孫子ガス機嫌〈下ケ戸〉から消

防予防行政のだめにと広報連絡牽

?台の寄贈ガおりを正しだ。

。中央学院高校3:$A絶様から径

杖のためにと?万邸内の容性ガあ

りまし乏。

。インテソヌコショップコダカ緩

く瀧花台〉から穏なのためにと

5500円の警察母がありきました。

。中央学院選校3学年様から謡社

むだめにと4377仁ちの容可ガdBりま

しえさ。

。山本ですゑ緩く天王台〉から社会答

社線設空襲錆基金!こと 3方舟の書室{ざ

がありま)主主。

。新I11務啓様く取手市〉から緑の基

金iこと 1]ヨ3500汚の寄イせがありま

しだ。

。村木{半畿篠(中~時〉から還祉のだ

めにと率いす 2台の寄贈がありま

し疋。

税金のことで盤つだき等、わ

からない時などお気較はど精

髄くだ谷い。

砂田時掛開策3金際日午前

10時から午後3時

快滋所市民相談塗

砂申し込み方法密話予約

〈棉鍛日のら田郡から受{寸〉

ル狽滋 策京地方税潔士会棺

交gs我孫子地区税型車土

惨相続内容税|こ関する全般

的な相続

T-$レ込み・問い合わせ広

報 出 総 諜 市 民 相 談 慌ft(85)

1111 

ヰ月から新だ!こ

税務相談を開設

1491::印刷蹴出テレホンサービス
|げ休日教糊榔iIt日=相輪録制診療所(市民会館内)9:∞~1 1:お

2火市法律相鎖口市開踏叩トから嫡協程度
げつつじ主主休~

]Ai)火儲樹立市捌欄トtJら欄路程度
2・つつじ3主体総

4. 

3水i 吋滅後部相談也市良相談窓10:00~15:∞

ゅ消滅容さ主主苦本語談話市民稽談室10:∞~15:00

ゅ不動産室栂E車三三市民相談室~10:00~イ 5:00
け世霊E繁格t員立つつじ双10:00~11 :30

持部.

ヰ本1.. 祭会糊口市開設委10:00~15 ∞

，.室主総本lU査結r5民穏議室iî10:0自~12:00

日護室長整本語設さ士つつじを10:00~1で30

ゅ市役所関ff(一部の施設は除く〉

齢 70議以土問万壁新!こ(
今まで、鳥の!導物舘お入鰐料!診、

身体障害者iこついては無料でし乏

が、 4尽からは、70歳以ょの15も熊

料となります。

なお、入酷の際lぷ、受{寸iこ:$紛の

確認ができるものぞ提示してくだ

さい。

炉問い合わせ鳥の静物館

i危険物取扱者試験l
'試験8 5用16白〈自〉

砕き式験会議 日本大学潔工学部

〈国合格帯習沼野台7の24のり

併願望撃受勾・問い合わせ 4均 9

8C火〉から128く会)eまでに市消防

本部:t訪謀ままく84)引19へ

※鰻議湾紙i衣諮陪饗・分努・出張所

!こ用完議してあり家宅r"

;前期
診療定綴穣議議裟鏡、滋灘、機械

部工、 とこび、君主震など56穣

b受験競鶴 湾奇定的爽務縫数年殺

が必要警

炉受付鰐鱈 ヰ汚匂8C会〉さEで

ー炉問い合わせ ニド燦燦綴幾能力警警

発協会合0472(24)1610

所持者lこは遜知ガいをささ売す。必

ず検査ぞ受けてくださ5いα

t-日時 4月 6日〈こと〉午悶 9等部

分から午後 38苓

t-場所消防涼郡大会議窓口犠〉

炉問い合わ役 我務ミ子怒燦努防犯

課まま(82)0110

⑩⑧⑪ ⑧ ⑧  
てフ熊木重量敏様〈栄〉から議祉のだめ

iこと7000円の寄附がありさ択したの

'.']悶銭生
叶 l山富Eご
ゆ市民図
-.罪悪の1蒋

銃砲・刀剣類一斉捜査

Jl5月

1 

m
伯郡ク一はい…品川一………
h

z臨明お出会い…一

機
蹴
翻

4
月
錦
繍
繊

4
4鳴…
wm

滋欲的な万の参加をお待ちして

いEます。

砂日時 4月 6白〈ニヒ〉午奇iJ10から

竹時30分

険機所市民会館第4会議室

炉問い合わせ宇田川公(82)0045

シルクロード・サークJレ会長
快臼時 4月13日〈土〉から包月第

2 -4土曜日午後オ時30分から 4

時30分

除 場所 市民 会鶴 湾 4・5会議室

快感し込み，問い合わせ寺鴎念

〈82)1200

:バドミントンクラブ民
砂綴霊童呂跨 岳iFg]7]<翠己午後 7E1号

、からs待

券場所我孫子第一小学校

炉遼絡先 新ヲキままく83)2581(午後

S務i与え密〉

: パ ン と 和 洋 糞 子 の ;
: 審 議 議 欝 会 受 講 者 ;

Þ- 8誇原黙として信号第ヰメ~a還

さ3午前10詩から午後3詩(8得、 3

母宅を除いてね窃〉

韓併場所 天王台北近欝センター

〈場開ガ確保され疋場合に隈る〉

惨質問 1 JS1000F弓〈裕料質込〉

惨定員旬名〈先着績〉

炉申し込み・問い合わせ

須凹合(88)7247ヘ

健康体操の会会員 l

b内容奥田法、自彊術他

険日時 ffi週火躍日(午前 9時か

ら〉、木曜日(午前 9時からの部、

10時からの部〉

砂場所市民会舘

炉会要望コ スこより月2000円か

ら3000丹

T-$し込み・閣い合わせ Jc ¥7';本怨

(82)8767、菊Jl'ftく82)3698

「E等霞・活空土芭葡宮
韓併資洛 匂歳以上27殺未漆の男子

炉初任絶句万3900R

ル鱈い合わせ 邑筏隊予言葉処方連

総務gs抱募集事務所会(63)688ヰ

こユ斗こ)0
?苦立小・中学技入学
予定蓄の父母の方へ

今年、 IJト中学校ヘ入学するさ三子

ささんをお持ちの家庭で、転入、憲主主き

等の理aで入学通知がおか主主力つ

だり、内容C誤りがあった万は、教

苦考委員会学校教育設へご連絡くだ

さい。なお、入学式iこは入学途知惑

が必要です。

炉入学式小学校4月 8巴〈開〉

中学絞4月 9日〈火〉

学校教育諜まま(85)1151

電話で

我嘉子臨捺主流の会会員

う利益に応じだ適切な負援の 4

つです。

まだ、「土地月間J にあわせと

平成 3年地価公示ガ3月25白!こ

ヨヨヱ庁から発表され診した。こ

れ E主、適'1':主な土地iffij格そ公渓し、

之地そを禿鍔亡する際の銭安と更する

ものですο 出向のあ公示{[ffi熔

'el:、都市計続殺で関筏だ?を号さま

炉問い合わせ 都市議十羽双

、='pjJ. 
議

みrり?

緑ちゃん i 
(自白Ji・10か )J)i 

砂8将・務所 4悶288く日〉午前

9時間会式・市民体育館

'除機自 路・女ダブルス T郎、 2

部、 3邸(1・2部オブン〉

惨惨力U張費 介入1200内〈遜盟会員

?人800問、中‘ r潟僚主主 T人600円〉

砂防レ込み・問い合わせ /¥;ηキ

1二機関、ぺフフの住所、氏名、年齢、

.j咲別、さ総務擦をすそを明記し、 4月19日

〈念、必務)まで|之、つくし野 2の26

のち竹絡爽鍔合(84)8706へ

斗ca斗斗

炉内容仰に?閥、祭守念縫臼か

祭 3火綴自はひとり怒らしのおまま

綴りへお畿のお弁当者を配滋〈劉還

がらの参おも窃〉

砂土磁区 牢亡や宍公民緩から栄、並

木熔委主ズア自山支さをさヘ *天王台北

近畿ロンターがう滋ゴヒ台総区グ中

袋、新米地滋ヘ 牢持法議jli緯セ

ンターから新木霊祭文~tz:ヘ

ル織し込み e 黙し1合わせ

社協議会ままく84)号539

社会議

代71くと緑とうだヴとだきさ"をテー

マ{之、会-t段与ぞから作邸宅E&忍集

惨事葬祭ジャンJレ 短歌、俳句、 :11

'lfJP、滋匂〈竹間23日!こ大会開催〉

炉応募然平然市亥段2の 5の 3

燦庁~線別館第 6 間関民文化祭干

潟燦実行委関会事務関文芸大会話

ジャンル係まま0472(23)2457、2449

※務銭授演・郎事事堅実Iel:r商事現青委員

会祇会教簡潔にあり訟です。

ごと設立察本法iこ去をめられている

「こと燃はついての纂本建愈J の

周知そ溜るとめ、ヰ月iとまfことtt!J月

燈J とされていきます r之地三つ

いての護本理念Jとは、。土立31こ

ついての公共の穏従を縫究会遜

4月le主f土地月間J

自民文部祭ちie!文芸大会浮島

平或3年 3月?日現在 *世帯義史認，

人口121.276人 男関，882人女60，
券 市役所本庁 85-1111 イ古市民臨警察館本霊祭84-1110 滋化合

怒っくし野支所 84-8801 分認87-3055 符佼分霊祭89-131今

ゑ溜 ~t台支所 88-0828 移動密警察銭前ω0909
哲多去銭ゴ乙支所 88…2111 令都市改遂事事務所 85…1171
えま幸吉佐支所 89-2358 後身体燦警察議簿従センター 88心?射

殺教育委員会 85-竹針 。あらさき趨 88…れ穏

ぎ雲水道湾 84-0111 みつつじ渡部-0123
受幸治 妨 響 84-0119 ~~主務震波線〈浄化怨)87申2379
害警少年センター部一1900 ゴミ)87-(出5くし尿)88-2547
さき保健センター 87一1131 鈴子お佼簿近隣センタ… 89…3740
令市民会館 84-33竹 か天支台北近燐センター 82-9988
療中央公民箆 82-0515 覇号機戸近隣センター 83-5363
篤の博物欝 85-2212 主義市民センタ… 努83-7722 滋::11:;

令 市民体育館 87-1155 台関-9927 布佼89-1193

ら
斗
叶
d

hu
木
S

M
中

b日時 4月 7日(日〉午湾u10時か

ら午後4時

b内容公開セミナー〔抱 球 灘 溌

と21世紀のエネルギー、午前竹崎

と午後 2時〉、研究所紹介〈マルチ

スライドム研究施設公開〈地震の

俸験、大きな波や複雑な波の突綴

など〉、その他雲監中研40年のおみや

ミ二動鴇圏、野だてなだ

炉実通 我孫子駅間口から送波バ

スを運行 C10~何分割縄〉

※駐車場ガないので主義での家例法

ご遠慮くだ各い。

炉問い合わせ 率力中央研究所警察

務部主義務課ままく82)竹81

i議議子培畏フ ィ jレ;
第 11密定患譲奏会;

与 81f寺 ヰ!再148く日〉午後 29を縄

王室〈構湯午後?持30分〉

ー砂場所 市宗会麓71¥-)レ

、入場料 800月〈全自由湾〉

易港漆務紀人

t-独奏淘谷部fそくピ??ノ〉

t-趨邑ベートーベン「逮翁ムラ

フマニ/フヒゴフフ/協奏酪第 2議的

炉問い合わせ匂内怨く84)0293

l農民の自ファミリーコンサート
砂日跨 5月258C土〉午後3時

砂場所 綴ケ佳市市民体育館〈議行

京成線初審釈から徒歩25分〉

併出演サーカス

炉入場料簡料

惨申し込み柵問い合わせ往復ハ

ガキに申込書全員の住所、氏名、年

錦、電話番号、コンサート希望と明

記し、返信用!こあて将校記似のう

え、 4 月初日〈火、消印南知〉さI':"~プ

= =r271総戸市jjI滋本 7無策滋飾

支庁総務課コンサ ト係まま0473

〈51)21竹へ。主主選でおむO名招待。

|我孫子将模大会l
T-8持 4F弓イヰ告〈臼)， 28白〈自〉

午認知持から

炉著書類 金子議球場〈初役所泣く〉

診会費 1500開く緩食均〉

t-題い会わせ 愛子笠まく82)3394

電力中央研究所一般公開

伝説司巳IQ3

塚本

第802号


